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議事要旨 会議名：北九州ＥＳＤ協議会・令和２年度第 3回運営委員会 

日 時 令和 2年度 9月 23日（水）18:00～19:30 会 場 オンライン会議 

配布物 

・次期アクションプラン策定概要 

・次期アクションプラン取り組み状況に係る報告 

・次期アクションプラン第 1回検討委員会資料（次第、委員名、会則） 

・「北九州 SDGs未来都市アワード」審査について（案） 

・「北九州 SDGs未来都市アワード」本選考委員一覧 

・「北九州 SDGs未来都市アワード」審査表 

・個人会員申込書 

  山田太一 氏   松本涼太 氏  

・10月「ツキイチ」チラシ 

  ・人材育成プロジェクト「青空が欲しい」チラシ 

  ・大牟田市支援金名簿 

・環境セミナー「2020福岡大学エコスクール」チラシ 

出席者 

所属 氏名 

北九州 ESD協議会運営委員会 

 

 

日高京子・垰谷章子・渡辺いづみ・原水敦･三宅博之・ 

上永陽一・服部祐充子・原賀いずみ・田中誠・佐藤信幸・ 

岩谷かおり 

オブザーバー：勅使河原航 

北九州市：稲田佳代子 

事務局：髙橋誠一・山中美鈴 

要 旨 

【議題】 

１ 北九州 ESD協議会「次期アクションプランの策定」について 

２ 新規会員入会について 

３ 「2020北九州 SDGs未来都市アワード」選考について 

    

 

【報告】 

1 各プロジェクト報告 

 ・ステークホルダー活動推進プロジェクト 

 ・ブランディングプロジェクト 

 ・人材育成・発掘プロジェクト 

 ・調査研究・国際プロジェクト 

 ・イベントプロジェクト 

2 事務局報告 

 ・大牟田市支援金 

 ・環境セミナー「2020福岡大学エコスクール」 
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議題 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議題２ 

 

 

 

■ 北九州 ESD協議会「次期アクションプランの策定」について 

事務局：資料に基づき説明。 

委員長： プランの柱について意見はありませんか。 

委 員：次期アクションプランの期間はどうなっていますか。 

事務局：2021年から 2025年までの 5年間です。本来ならば、2020年にスタートして 5年間

でしたが、新型コロナの関係で 6か月間検討が進まなかったので、スケジュールは

来年 6月の総会までにプランを策定するために準備を進めています。 

委 員：ESDと SDGsと区別がよくわからないという意見がありますが、わかり易く説明する

とどういうことですか。 

事務局：ESDは、SDGsを達成するための人材育成である。 

委 員：学校での ESD活動の取組が遅れているのが課題であるといわれているが、市民セン

ターでは、「いきいき子ども講座」を行っている。また、福岡県の事業であるが、

京築地区の小学校（主に 3年生）で「ふるさと講座」を年に 7回行っている。既に

４～5年行って 30校余りで実施している。北九州市内の学校で、そのような事業を

して欲しい等の要望はどうでしょうか？ 

委 員：北九州市内の学校の現在の状況は、教育課程の進行に追われて授業以外は行ってい

ない状態です。しかし、最近になって、SDGs推進校の中で講演会も行われるように

なった。 SDGs推進校に対して、「いきいき子ども講座」等の活動を伝えることは

できます。 

委 員：次期アクションプランについて 4点あります。 

    1点目は、目指す北九州の姿として、個人が如何に変わるかにあり、個人が 17の目

標に対して自分毎として捉え達成するかにある。 

    2点目は、北九州は公害を克服したのは女性の力が大きかった。それで、3本の柱

の中には、次世代と女性を入れて欲しい。 

    3点目は、５つ原則の中に「包摂性」がありますが、「誰一人も取り残さない取

組」を入れている意味を考えていくことを大事だと思います。 

    4点目は、プランの柱に中に、地域外との交流とありますが、国内の他の RCEや国

連大学との交流も大事だと思います。 

委 員：地域の物語を知らな過ぎている。次世代につなげる人がいない。「シビックプライ

ドの醸成」という観点からも、「地域の物語を発掘する活動」を柱に入れて欲し

い。 

委員長：時間も押してきていますので、他の意見がある方は 25日までに事務局までメール

で提出してください。 

 

■新規会員入会について 

事務局：新規会員として個人会員 2名から申し込みがあった。協議会のＨＰを見て、協議会 

の活動に興味を持ち連絡があった。私（髙橋）が面接し、ＥＳＤカフェにも参加し 

ていただいた。会員として問題ないと思っている。しかし、会員規則（内規）に新 
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議題３ 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

規会員の申請には 2名の推薦者が必要とあり、推薦者が空欄となっている。今回、 

① 会員の拡大を目指している中、新規会員希望者に対して推薦者 2名必要か？ 

② 個人会員の年会費無料化（会則の見直し必要）を検討していただきたい。 

委 員：規則にある以上、2名の推薦者がある方が良い。事務局長と日高運営委員長や運営 

委員が面接してもよい。 

委 員：原則、形式を踏んだ方が良い。2人で面接し、ESDという組織を知ってもらった上

で入会していただいた方が良い。 

委 員：個人会員の年会費（500円）については、徴収事務手続きが大変で、取る人と取っ

てない人との不公平感がある。 

委 員：現状において、有名無実化しており、この際、年会費は徴収しないと会則を改正し

てもよいと思います。 

委員長：新規会員の推薦者は現状どおり 2名必要。個人会員の年会費は徴収しないことにし 

ます。 

 

■「2020北九州 SDGs未来都市アワード」選考について 

事務局：今年度のアワードは、現在受付中（10月 5日まで）で、今日現在の受付件数は、11 

団体（学校 9団体、一般 1団体、企業 1団体）です。運営委員の皆様には知り合い 

の団体に声掛けをしていただきたい。大学からはまだ応募がありませんので宜しく 

お願い致します。 

    昨年同様に予備選考と本選考を行います。予備選考は、SDGsクラブと ESD協議会で

行いますので、運営委員の皆様は、予備選行員委員を宜しくお願い致します。予備

選考通過数は市民部門 15団体。企業部門は 10団体程度と考えています。 

   次に、本選考委員は昨年と同様 9名で、公的機関と教育関係者の 2名が変更となっ

ています。 

   選考基準と配点は、審査がし易いように審査項目を減らして（6項目→4項目）お

り、配点も 1項目 10点で 40点としています。 

委員長：「2020北九州 SDGs未来都市アワード」選考につきましては承認でよろしいで

すか。 

委 員：異議なし 

【各プロジェクト報告】 

●ステークホルダー 

 第 31回ツキイチの集い（10月 3日）を今年度初めて実施予定。（ＺＯＯＭ） 

●ブランディングプロジェクト 

 10月 1日 SDGs図書館推進大作戦を実施予定。 

●人材育成プロジェクト 

明日（24日）17:00～18:30で講演会「青空がほしい」を行います。講師は「あすばる」

館長の神﨑智子氏。 

●調査研究・国際プロジェクト 
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報 告 

 

 

 

 

 

・8月 19日に定例会議を WEBで実施。プロモート実習の学生 2名が新たに調査研究・国際 

 プロジェクトに入った。 

・アジア太平洋 RCE会議が WEBで開催され、私と塚本先生が参加した。 

・韓国スタディーツアーは、今年度は韓国に行くことが出来ないが、オンラインでの開催 

 を検討している。 

●イベントプロジェクト 

・10月 25日に水環境館でイベント実施。 

・11月に魚町商店街の「まちゼミ」があり、3つのグループが参加する。 

【事務局からの報告】 

●大牟田市への支援金につきまして、多くの会員の方々から支援していただきました。 

10月 2日に大牟田市教育委員会にお届けします。 

●環境セミナー「2020福岡大学エコスクール」の受講者をユース会員に募集しています。 

 

 

 

  

和 2年度 第３回運営委員会 令和 2年 11月 25日（水）18:00～19:30  

開催予定日 北九州まなびと ESDステーション 


